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「100 日くらいで理解できる憲法入門」（作 ぼうごなつこ ) より。 
ぼうごなつこさんのご協力により掲載しています。
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安保法制違憲訴訟の全国の状況

	 	 	 	 	 	 	 弁護士　棚　橋　桂　介

安保法制違憲訴訟は、２０１６年４月２６日の東京と
いわきでの提訴を皮切りに全国の２２の地裁に２５の裁
判 が提起されました。最初の提訴から５年余りが経過し
た現時点での全国の状況を概観してみましょう。
高裁判決まで出ているのが沖縄、大阪、札幌の３つで、
地裁判決のみ出ているのが東京（国賠）、東京（差止）、群馬、
釧路、埼玉、山梨、宮崎の７つです 。
残りの１５の裁判は地裁で審理中ですが、福岡（差止）、
長野、長崎、山口は６月から７月にかけて判決が言い渡
されます。また、尋問が行われるなど判決が近い状況に
なっている地域も複数あります。
これまでに出された判決はどのようなものだったので
しょうか。残念ながら、私たちの主張に正面から応えた
ものは一つもありません。原告の請求は、大別すれば、
新安保法制法の立法行為を加害行為とする国家賠償請求
と、新安保法制法に基づく集団的自衛権行使のための自
衛隊の出動命令等の差止請求の２つですが 、判決はいず
れも、国家賠償請求については、法的に保護されるべき
権利・利益の侵害はないという理由だけを述べて請求を
棄却し、差止請求については、処分性や原告適格という
行政訴訟上の形式的な点のみを問題にして訴えを却下し、
憲法判断には一切踏み込んでいません。

では、この訴訟を全国で提起した
のは間違いだったのでしょうか。そ
んなことは全くありません。違憲立
法審査権を付与された裁判所が果た
すべき役割を自覚して書かれた判決
はまだ一つも出ていませんが、これ
から続々と地裁・高裁の判決が出さ
れるわけですから、希望はあります。
裁判所が憲法判断から逃げているのは、そこに立ち入れ
ば違憲と言うほかないからですが、憲法判断を回避する
ための裁判所の詭弁にも大きな綻びが見えてきています。
各地の裁判では、それまでに出された他地域の判決を引
用してそれを批判する主張をしていますが、裁判所がそ
うした主張を退ける論法が目に見えて無理のあるものに
なってきているのです。各地の原告と弁護団による裁判
所包囲網がじわじわと狭まってきており、裁判所の逃げ
場がなくなってきたと考えてよいでしょう。
私の個人的な考えですが、私は、この訴訟の究極的な
目的は、最高裁での違憲判断の獲得による立憲主義の回
復であると考えています。今は、地裁・高裁の良心的な
裁判官による憲法判断を勝ち取ることが当面の目標です。
いずれかの地裁または高裁で憲法判断がなされれば、最
高裁は憲法判断を回避しにくくなりますから、そうなる
ことを目指して全国各地で戦っているわけです。しかし、
仮に地裁・高裁での憲法判断の獲得に至らなかったとし
ても、私たちの主張に正面から応えず憲法判断を必死に
回避しようとする裁判所の詭弁ぶりは、そのような判決
が積み重なることでますます明らかになるのですから、
それを最高裁に突きつけて、何としても最高裁の違憲判
断を勝ち取らなければなりません。
この訴訟はこれからがまさに正念場です。目的達成の
ためには、全国が連携し一丸となって各地の裁判所を、
そして最高裁を追い込んでいく必要があります。力を合
わせて頑張りましょう！
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差止め控訴審第１回口頭弁論報告
～ 原告意見陳述

控訴人　　竹中　正
まさはる

陽

 外国から原油や鉄鉱石を４０年運び、今は大型フェ
リーや外航船に燃料補給するタンカーに乗船しています。
１９８０年代イランイラク戦争で攻撃にさらされる中、日
本船はデッキに大きく日の丸を描いてペルシャ湾から無
事、原油を日本に運びました。日本の平和ブランドが役立っ
たのです。これを一気に変えたのは安保法制です。集団的
自衛権が発動され、日本が紛争当事国になれば、物資を輸
入に頼る日本の船は真っ先に攻撃対象にされます。海運産
業で働く私たちから見れば、日本は戦争の出来る国ではな
いのです。近年防衛省は「南西シフト」を敷き、部隊の大
量輸送のため、民間の大型フェリーを借り上げ、これを運
行させるために新たに船員予備自衛官制度を発足させ、民
間船員を指揮下に組み入れることにしました。防衛省は「あ
くまで本人の志願」といいますが、拒否すれば退職以外に
道はありません。まして、大型フェリーは、２０人ほどの
異なる職種がワンギャングを組んで運航します。仲間や会
社に迷惑が掛かり拒否できるものではありません。海員組
合が、「事実上の徴用」として反対を表明するゆえんです。
大戦時には輸送船団が攻撃され、海軍の約３倍の６万人の

船員が亡くなりました。私の船は、昨秋、南西諸島奪還訓
練で自衛隊を輸送するフェリーにも燃料を補給しました。
洋上補給は相手船と密着し数時間かかります。攻撃を受け
たら逃げようがありません。最近の台湾海峡問題の深刻化
など、現実的危険性が益々高まっています。海運産業は平
和な海なくして成り立たないのです。

控訴人　　志　葉　　玲

「現代日本の海
シ ー レ ー ン
上交通路」 2500 隻が世界中の海に散らばり、 

昼夜を問わず稼働。 物資輸送はとうてい軍隊で守れるものではない。

「日本に対して現に武力行使がない、テロの標的となっ
た事実がない」との地裁判決は、現場を知らず、何の恐怖
も味わったことのない、ド素人の妄言だとあえて言わせて
いただきます。
私が取材していたまさに同時期、ジャーナリストの橋田
信介さんと小川功太郎さんが車で移動中、襲撃を受け殺害
されました。実行犯は橋田さんの車と並走し、彼の顔を確
認してから攻撃してきた、つまり日本人だと確認してから
攻撃してきたのです。イラクでは、2004 年 4月には高遠
菜穂子さんら日本人 3人が誘拐され、同 10月には日本人
旅行者の香田証生さんが人質にされ、無残にも殺害されま
した。いずれも、実行犯はイラクからの自衛隊撤退を要求
しています。2015 年にもシリアでジャーナリストの後藤
健二さん、自営業の湯川遥菜さんが殺害されたことからも、
もはや「中東の人々の親日感情」が色褪せ、事件に巻き込
まれた日本人の命綱となりえないことは明白なのです。
表向きは人道復興支援とされていた、自衛隊イラク派遣
ですら、ここまでリスクが高まったのです。
安保法制下では、自衛隊も直接戦闘に関わる可能性もあ
り、それによる日本への反発は、非常に深刻なものとなる

でしょう。イランの革命防
衛隊は、これまでも各国で
諜報・破壊工作を担ってお
り、そのターゲットに日本
人が狙われる可能性は否定
できません。また、日本の
輸入する原油の 8割以上が
イラン近海であるホルムズ
海峡を通過して運ばれてき
ます。安保法制の下、日本が対イラン攻撃に参加すれば、
日本向けのタンカーが攻撃され、日本経済や社会に深刻
な打撃がもたらされるでしょう。
中東をめぐる情勢は、私達が安保法制違憲訴訟を提訴
した当時と比べても、より大きなリスクを抱えており、
既に述べたように、それは日本にとっても決して他人事
ではありません。対日感情の悪化によるリスク増大は、
自衛隊の海外での武力行使を可能にした、安保法制によっ
てもたらされたのです。司法もそうした現実を直視し、
憲法に違反する行為の差止めを命じるべきだと、私は強
く求めます。
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東京の国賠の裁判では、地裁での証人尋問が認められま
せんでした。高裁では証人尋問をなんとしても採用しても
らおうと考えていて、4人の申請をしていましたが、その
中でも半田さんは必要不可欠な証人で、その点は裁判所も
理解していたと思われ、今回の証人尋問が実現しました。
以下、報告集会での半田さんの発言をご紹介します。

「東京新聞の記者として防衛省、自衛隊を 30 年取材を
続けてきました。日本のメディアで一つのポジションで仕
事を続けるのは極めて異例です。30年前には、掃海艇の
ペルシャ湾派遣があり、翌年からＰＫＯ協力法による派遣
がありました。その後、日米ガイドラインの改定とか周辺
事態法の制定があって、9.11 同時多発テロをきっかけと
するアメリカによるアフガニスタン攻撃、その際のテロ特
措法、そして 2003 年のアメリカによるイラク戦争で、自
衛隊の海外における対米支援が結びついていきました。段
階的に自衛隊が活動の難易度を上げていく中で、これらの
海外活動が日本の国際的地位を上げていくのに最適であ
るという杜撰な政治判断がなされ、さらに憲法改正を悲願
とする安倍さんが首相になったことによって、自衛隊を軍
隊化したい、軍隊にできないときには憲法解釈を変えて、
軍隊と同じように集団的自衛権を行使したいと思うよう
になって、憲法違反の安全保障関連法が制定されていくわ
けです。
海外での取材を踏まえて、自衛隊が危ない目に合ってい
ると訴えていたのですが、一気呵成に安保法制まできてし
まいました。
今回の安保法制は、次元が違うと思っています。これま
では憲法の制約とか隊員の安全が十分に考えられたうえ
で、法制度やそれにもとづく海外派遣がなされていました
が、もうそんなことはお構いなしで、海外で米国と行動
をともにするのだから、隊員に犠牲が出るのは承知の上、
日本が戦争に巻き込まれるかもしれないが、それも仕方な
い。先の大戦で日本人が等しく被害を受けたんだから等し
く受忍するべきだということで、空襲の被害にあった人が
救済されないのと同じような論理で、この国は間違った道
に進み始めたとずっと考えてきました。
専守防衛なら持つ必要のない長射程の兵器が自衛隊に
よって購入され、それだけでは足りず、国産化して開発し
ようと、去年の１２月の菅内閣の閣議決定で決まってしま
いました。
本州は 1200 キロしかないのに、900 キロも飛ぶミサイ
ルを持って、どこの基地から飛び上がった戦闘機がどこに
いる敵を撃つつもりなのか？大は小を兼ねるというレベ
ルではありません。日本の外で行われる戦争で使われると

しか考えられません。
今日の証人尋問の後半で、特にお話したのは台湾有事で
す。今月（４月）16 日に、日米首脳会談があって、日米
共同声明の中で、台湾海峡の平和と安定の重要性が強調さ
れました。
今、わが国で怖いのは、米軍と一緒になればなるほど、
抑止力が強まって、戦争を未然に防止できるという考えに
凝り固まりすぎていることです。
太平洋戦争に突入したのは、欧米の軍事力や工業力が我
が国よりはるかに進んでいることを知りながら、都合のい
い解釈をしてしまったからです。あのとき、戦争に突入し
ていった日本の姿をもう一回思い出さなければいけないと
思います。
台湾有事が起きたときには、そのときこそ、安全保障関
連法が活きて、アメリカ軍と一体化して自衛隊が活動し、
隊員に死傷者が出て、米軍や自衛隊の出撃基地である日本
列島が戦場になって、わたしたち一般国民も知らないうち
に戦争に巻き込まれることになります。まさに先の大戦と
同じことが繰り返されると思いました。
一昨年の群馬地裁の証人尋問からはじまって、今回、
9 回目になりますが、はじめて裁判長から補充尋問を受け
ました。裁判長って聞いてたんだなって分かりました。し
かも意見書もお読みになったうえで聞いていたし、パワー
ポイントという視覚的効果のあるものを使っていいことに
なったのも今回が初めてでした。少なくとも真剣に検討し
ようという気持ちにはなっているのかなと思いました。
特に今回は日米首脳会談があって、台湾有事が絵空事じゃ
ないと思えるタイミングだったこともあると思います。
東京地裁の判決では、アメリカが戦争を引き起こして、
それに日本が巻き込まれると、二重に予測していて、半田
の意見書は空論と言っていますが、空論とは到底言えない
環境の下で、今日は証言できたことは、何かしら裁判所に
響いたのではないでしょうか。判決文に反映されるといい
なと思っています。」

国賠控訴審第２回口頭弁論報告
～ 証人尋問　　ジャーナリスト　半　田　　滋 

2021 年４月 26 日　衆議院第 2 議員会館にて
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	 ２０２１年４月１６日

大阪安保法違憲訴訟弁護団

声明 「裁判所は三権分立の責任を果たせ！」

１．行政権たる政府と、立法権たる国会が、「一見かつ明
白」な違憲法たる安保法を作り、集団的自衛権行使とい
うグローバルな戦争準備行為を強化して暴走するとき、
これを阻止できるのは、司法権を行使する裁判所しかな
い。あの悪名高い統治行為論を認めた砂川最高裁判決
（１９５９年１２月１６日）ですら、「一見極めて明白に
違憲無効」である場合は裁判所が違憲判断ができると述
べているにもかかわらず、今回の判決は、またもや、憲
法判断を避け、政権に忖度して司法権の義務を行使しな
かった。
２．憲法９条は「戦争を放棄する」と明記しているにもか
かわらず、戦争のできる法律がなぜ有効なのか。
私たちは平和のうちに生存する権利を有している。即

ち、平和的生存権をもっている。平和で平穏な日々の生
活を送る権利を人格権としても有している。これらの権
利を保障しているのは戦争をしない法制度であり、万が
一にも外国から責められた場合に防衛する専守防衛行為
のみが合法的行為である。しかるに、安保法成立後急速
に戦争のできる国へ高度な兵器による準備行為が積み重
ねられ、いまや敵基地攻撃能力まで論議されている。
３．戦争が起こってからでは何も救済されない。政治が暴
走している今、裁判所が英知を集めて憲法秩序を守るべ
きであるにもかかわらず、またもや、責任放棄した。
私達はここに怒りをもって抗議するとともに、平和を

守り、私達の生活を守るために戦いを続けることを宣言
する。

	 ２０２１年５月２６日

安保法制違憲北海道訴訟原告団
安保法制違憲北海道訴訟弁護団

安保法制違憲北海道訴訟高裁判決に対する声明

本日、札幌高等裁判所第 2民事部（長谷川恭弘裁判長）
は、安保関連法が憲法に違反し、平和的生存権・人格権が
侵害されたとして、国を相手に訴えた国家賠償請求訴訟と
自衛隊の行動の差止を求めた差止請求訴訟について、一審
判決（札幌地方裁判所 2019 年 4月 22日判決）を支持し、
控訴棄却の判決を言い渡した。
その理由は、一審判決同様、原告らの主張する「平和的
生存権」が具体的な権利性がないこと、及び安保関連法が
制定されたことによって原告らには具体的な危険が発生し
ておらず、国家賠償法上保護された権利ないし法的利益が
侵害されたとはいえないことを挙げる。
しかし、一審判決以来、原告が主張し、また本控訴審で
の証人尋問、原告本人尋問でも明らかになったとおり、安
保関連法の制定によって日米同盟が強化され、私たちの国
が米国の戦争に参加し巻き込まれる危険性が格段に高く
なった。その結果、自衛官やその家族、海外で活動する人々
を含むすべての市民一人一人が戦争による被害の危険に現
実にさらされることとなった。
実際に、安保関連法制定後に、日米共同行動態勢の進化
や共同訓練の強化、米艦防護など、米国と共に戦争を遂行
するための準備が進められ、いつ戦争が起きても共同で行
動できるような態勢が構築されているのである。
それにもかかわらず、本判決は、これら現実の状況を正
しく認識することなく、私たち市民一人ひとりに及んでい
る危険は「現実化しているものではない」「不安や恐怖を
覚える控訴人らの心情」などと捉えているにすぎず、極め
て不当な判決と言わざるを得ない。

そもそも、安保関連法は、憲法に明白に
違反しており、そのことが指摘されながら
十分な審議がなされないまま制定された法
律であるから、違憲の法律であるととも
に、政府、国会による制定行為自体が違法
と言わざるを得ない。従って、憲法の番人
たる裁判所は、敢然と憲法判断をして政府・
国会の違法行為を非難すべきであるにもか
かわらず、憲法論に踏み込むことなく、こ
の問題に正面から誠実に向き合おうとしな
かった。これは、裁判所がその職責を完全
に放棄したものである。
私たちは、裁判所が憲法で保障された違
憲立法審査権を積極的に行使することなく、
国民、市民の平和と安全、基本的人権をな
いがしろにする判決を下したことに対して、
強く強く非難するものである。

大阪

大阪高裁前 2021 年 4 月 16 日 （撮影 細川義人）

札幌
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さいたま釧路

山梨 宮崎

２０２１年３月２６日

安保法制違憲道東訴訟原告団
安保法制違憲道東訴訟弁護団

安保法制違憲道東訴訟釧路地裁判決に対する声明
今月１６日、釧路地方裁判所民事部（新谷祐子裁判長）は、
新安保法制に対する憲法判断を避け、国家賠償請求を棄却
する判決を言い渡した。
まず、戦争が始まってからでなければ救済しないという
裁判所の態度に失望を禁じ得ない。新安保法制の施行によ
り、日本が、自衛官がアメリカの始める戦争にいずれ巻き
込まれるであろうことは、半田滋証人の証言等で明らかに
された。原告らは戦争が起こってからでは遅いから提訴し
たのである。
判決は「原告らが強い不安、怒り、憤り、危機感などを
抱いたことは優に認められる」「生命、身体及び健康を失
うことを恐れる不安にとどまらず、・・・立法及び政策判
断がされたことに対する強い憤りや精神的苦痛というべき
であり、事実として認定できるものであって」としながら
その救済をしないという態度をとっているものであり、司
法が政治的な少数者の基本的人権を憲法違反の行為から救
済することが使命であることを忘れていると言わざるをえ
ない。
道東訴訟原告団及び弁護団は本判決には全面的に不服で
あり、３月２５日に、札幌高等裁判所に控訴した。
我々は子供たちの未来のためにも、今後も裁判所に対し
違憲立法審査権の行使を強く求めていく所存である。

２０２１年３月１７日

安保法制違憲訴訟埼玉の会
不当判決への抗議声明
本日、さいたま地方裁判所第 2民事部合議Ａ係（岡部純
子裁判長）は、安保法制違憲国家賠償請求事件について原
告らの訴えを退ける不当判決を言い渡しました。
原告総数 573 名で闘ってきました。兵役経験者、東京
空襲、熊谷空襲、広島原爆の被害者、満州からの引き揚げ
者、親の戦死等により辛酸を舐めた者など悲惨な戦争体験
者が多数含まれ､ 新安保法制は過去の辛い記億が生々しく
蘇りＰＴＳＤの症状で苦しむ訴えもありました。また、体
験はなくても悲惨な戦争の実相を知る原告らは、教え子を
再び戦場に送るな、子や孫の世代に平和な日本を遺したい、
二度と戦争の被害者も加害者も御免だ、として 104 名に
及ぶ原告らが陳述書を提出し、不安、恐怖や苦痛などの人
権侵害を訴えて違憲判断を求めました。
三権分立の下で、司法が立法及び行政の過ちを正さずに
追随すれば、憲法の破壊に司法が手を貸すものといわざる
を得ません。立憲主義、民主主義の破壊、そして権力の暴
走に歯止めがかからず、主権者である原告らは愚弄され平
和に生きる権利は侵害されたままです。裁判官に良心はな
いのでしょうか。
満腔の怒りをもって本判決に抗議し、この闘いを続ける
ため控訴の決意を表明します。

２０２１年４月１９日

安保法制違憲訴訟やまなし訴訟原告団

去る 3月 30日（火）甲府地裁・211 号法廷におきまし
て、安保法制違憲訴訟やまなし（あんぽなし）の判決があ
りました。弁護団、原告、賛同人、報道関係者 30人余り
が見守る中、鈴木順子裁判長は主文「原告らの請求をいず
れも棄却する。訴訟費用は原告らの負担とする。」を読み
上げ、直ちに二人の裁判官（萩原弘子、大畠崇史）と共に
後ろのドアから退席して行きました。2017 年 8月 29 日
原告 180 名で提訴。それから 3年半余り、11回の口頭弁
論、38名の原告意見陳述、うち 6名の原告本人尋問が行
われてきました。原告の体験、主張に濃淡はありつつ根底
に流れているのは非戦への痛切な思いでした。この原告た
ちの声を裁判官はいかに聴いてきたのか。
そもそも国民の声を十分にくみ取ることなく、強行採決
の結果つくられた法律に対し、憲法判断を避け、原告の訴
えは具体性に欠く、平和の概念は多様であるなどと巧みに
逃げた判決文であり、表面的な取り繕いの空疎な文章と言
わざるを得ません。
原告の主張に真摯に取り組んだあとすら見えない判決文
にわたしたちは強い失望を感じました。裁判所は一体どこ
を見てこうした判決を出すのでしょうか。
このような司法の在り方に強く抗議するとともに、控訴
をして引き続き安保法制の違憲性を主張していきます。

２０２１年５月２７日

安保法制違憲訴訟みやざきの会 
不当判決への抗議声明 
昨日，宮崎地方裁判所第２民事部合議係（古庄研裁判長）
は，安保法制違憲国家賠償請求事件について原告らの訴え
を退ける不当判決を言い渡しました。
判決は，原告らの平和的生存権，人格権，憲法改正・決
定権の侵害については国家賠償法上の保護利益にあたらな
い等という理由で，原告らの訴えをすべて棄却し，しかも，
新安保法制法の違憲判断を回避しました。
私達は，原告総数２７９名で闘ってきました。兵役経験
者，東京空襲，宮崎・延岡空襲，原爆の被害者やその家族，
満州からの引き揚げ者，戦後の食糧難などで辛酸を舐めた
者など悲惨な戦争体験者が多数含まれ，新安保法制は過去
の辛い記億を生々しく呼び覚まし，また，体験はなくても
悲惨な戦争の実相を知る原告らは，教え子を再び戦場に送
るな，子や孫の世代に平和な日本を遺したい，二度と戦争
の被害者も加害者にもなりたくないとして１０３名に及ぶ
原告らが陳述書１０６通を提出し，２１名が原告本人尋問
で，不安，恐怖，苦痛，怒り，憲法の番人たる裁判所への
思いなどを訴えて違憲判断を求めました。
戦争は段階を踏んで始まるのではなく，軍事的緊張の下，
ある日突然始まることは歴史が教えています。 
判決に示された司法の態度は負の歴史的審判を免れませ
ん。私達はこれを絶対に受け入れることはできず，控訴す
ることを表明します。

*地裁判決の各声明は要約を掲載しています。全文はweb サイト (anpoiken.jp) を参照してください。
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違憲判決を勝ち取るための必須の取組について

参議院議員　　小　西　洋　之

はじめに

全国の原告・弁護団の皆様の御努力・御奮闘に心より敬
意を表させて頂きます。安保法制違憲訴訟は勝ち目のない
裁判なのでしょうか。これまでの全ての地裁・高裁の判決
文を拝読し、私は決してそのように思っておりません。し
かし、それは、危機感のあまりに誤解を恐れずに申し上げ
れば、各訴訟において本稿で申し上げる必須の取組を行っ
て頂けるか否かに懸っているものと存じます。
この取組は、広島訴訟などで私の意見書提出・証人申請
で実施され、また、さいたま訴訟の原告の皆様・弁護団の
先生方からも控訴審の主張として採用頂いているもので
す。この「必勝の方策」が全国の訴訟で共有されることを
心より願っております。

１． 安保法制の可決後に現実に日本国民は攻撃
対象とされている

各地の棄却判決は、「口頭弁論終結時において、我が
国が他国から武力行使の対象とされているものとは認め
られず、客観的な意味で、原告らの主張する戦争やテロ
攻撃のおそれが切迫し、原告らの生命・身体の安全が侵
害される具体的な危険が発生したものとは認め難い。」
（東京地裁（国賠訴訟））との旨を判示しています。
しかし、この裁判所の見解は明確に事実に反します。

2017 年から 2018 年にかけての米朝危機の際、トラン
プ大統領が派遣した米空母や戦略爆撃機と共に自衛隊が
共同訓練を繰り返したために、日本は北朝鮮の国家意思
の表明として「日本列島を核爆弾で海の中にぶち込むべ

きだ」などと武力攻撃の対象となっていました。そして、
当時の統合幕僚長の河野氏は米国が北朝鮮に軍事行動を
取った際に自衛隊が米軍を守る集団的自衛権を行使する
ことを検討していたことを、自著や報道機関のインタ
ビューで繰り返し述べています。
すなわち、北朝鮮が武力攻撃の意思を表明する状況下

で、日本が集団的自衛権行使をすれば、北朝鮮から報復
等の武力攻撃が為されていたはずであり、原告らの生命
等に危険が生じていたのです。また、日本が集団的自衛
権行使をしなくとも、米国が北朝鮮に軍事行使をすれば、
北朝鮮は直ちに日本に武力攻撃をしたはずであり、原告
らの生命等に危険が生じていたのです。（後者について
は、集団的自衛権行使を目的とする共同訓練という危険
行為の違憲性の追及から憲法判断に持ち込めます。）

２． 集団的自衛権行使への反撃等により国民が
殺傷され得るとの政府答弁

政府は昨年の臨時国会において「存立危機事態は起こ
り得るものであり、その際には日本は集団的自衛権を行

使した後、相手国が日本に対して
武力攻撃を行う可能性があり、そ
れによって日本国民の生命の危険
等の被害が生じる可能性があり、
その被害は大規模なものも想定す
る」と答弁しています。つまり、
政府は集団的自衛権行使を契機と
する武力攻撃によって多数の国民
に生命等の被害が生じる可能性があると言っており、原
告らの権利等は侵害されていると言えるのです。

以上、米朝危機鮮における事実関係や存立危機事態の
発生等に関する政府見解について、全国の全ての原告の
皆様が「2017 年等の当時は本当に死ぬほど恐ろしかっ
た。そして、今後もいつか戦争の被害に遭う可能性があ
るとのことで死ぬほど怖い。」という具体的訴えを裁判
所にして頂けば良いのです。そして、この事実関係及び
政府見解の全てについて、私は広島訴訟意見書等におい
て政府資料や答弁会議録に基づき立証しております。私
の意見書を資料としてすぐにご提供いたしますので、是
非ご連絡ください。

３．裁判官に 「絶対の違憲」 の論拠を提供する必要

最後に、棄却判決のハードルを越えた後、裁判官から
違憲判決を引き出すための必須事項を述べます。それは、
安保法制の違憲論点の中でも次元を超えた絶対の違憲で
ある限定的な集団的自衛権行使の「昭和 47年政府見解
の曲解による論理の捏造」の論証です。実は、集団的自
衛権行使の容認は法解釈ですらない不正行為によるもの
なのです。
この点、各訴訟で提出を頂いている私のもう一つの意

見書のご活用を是非お願いしたいと思います。この意見
書は、元内閣法制局長官の宮﨑礼壹先生の意見書のご主
張及び寺井一弘先生・伊藤真先生との私の共著「平和憲
法の破壊は許さない」（日本評論社）の記載と重なるも
のですが、昭和 47年政府見解の原義や国会会議録等の
一次資料を漏れなく添付し徹底かつ詳細な論証を重ねる
など、裁判官が憲法及び良心のみに基づいて何ものも恐
れることなく違憲判決を出して頂くための必須資料とし
て作成させて頂いているものです。

結びに、このご報告が皆様と共に憲法９条を奪還し日
本に法の支配・立憲主義を回復するためにお役に立つこ
とを心より願いつつ、皆様の闘いに改めて深く敬意を表
させて頂きます。

（小西連絡先：info@konishi-hiroyuki.com）
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左の画像は記念すべき「違憲訴
訟の会ニュース」No.1 です。今回、
No.20 の発行を記念して、これまで
のバックナンバーをご希望の方に、
20 冊まとめて 500 円（※送料無料）
でお分けします。残部数が少ないも
のもありますので、セットをご希望
の方はお早やめにご連絡ください。
「違憲訴訟の会ニュース」は web

サイト（https://anpoiken.jp/ikensoshounokainews/）で
も PDF を公開しています。同じ号を複数というご要望に
もお応えできますので、お問合せください。

ワンコイン大作戦！

２つ折り、出来上がりサイズ B5 の
リーフレットの第 2弾、「安保法制違
憲訴訟 司法はこれでよいのでしょう
か？」を、安保法制違憲訴訟かながわ
の会が作成しました。
１セット（100 枚）500 円（※送料
無料）でお分けします。

この裁判をはじめたころ、これは「不断の努力（憲法１２条）なのだと、弁護士が互いに言い聞かせる
ように語っていたことを思い出します。「この憲法が国民に保障する自由及び権利は、国民の不断の努力
によつて、これを保持しなければならない。」というのがその条文ですが、さて、「不断の努力」と言われ
ても、原告としては具体的には何をすればいいのでしょうか？　そこで、提案します。「ワンコイン大作
戦！」500 円（送料込み）で不断の努力グッズをお届けします。
裁判官にハガキを出す。リーフレットを近所にポスティングする。動画を家族やお友達と一緒にみる。
ポスターを家の壁に貼る。ニュースのバックナンバーを最初から読み直す。ひとり一人が、はじめましょう！
申し込みは、メール（office@anpoiken.jp）、FAX（03-3780-1287）、または web サイト（https://
anpoiken.jp）から。

500 円でできる不断の努力！

不断の努力その４：動画を観る！

不断の努力その５：ポスターを貼る！

不断の努力その３：バックナンバーで勉強！

不断の努力その１：裁判官にはがきを出す！

不断の努力その２：リーフレットを拡散！

ポスター「安保法制は憲法違反です。」在庫一掃セー
ルです！屋内用と屋外用を 1 枚ずつセットで 500 円
（※送料無料）でお分けします。

東京で控訴中の国賠訴訟と差止め訴
訟の裁判官にハガキをだしましょう！
ハガキ付きチラシを作成しました。じ
ぶんでもハガキを書くとともに、他の
人にも広めてください！
ハガキ付きチラシは、１セット（100枚）
500円（※送料無料）でお分けします。

「９．１１以後のテロとの戦い
を２１世紀の今、ずっと続けて
いっていいのか？」西谷文和氏
（ジャーナリスト）が、全国各
地の裁判官にこの世界の現状を
伝えるために、1本の映像に集
約しました。
DVD「戦場から見た憲法９

条」は１枚 500 円（※送料無料）
でお分けします。
Youtube（https://youtu.be/
Lj-3OTarxLI）でも公開してい
ます。QR コードを読み取って
アクセスしてください！
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東京で行われる裁判

安保法制違憲訴訟を支える会ご支援のお願い

※コロナの影響で、当日のスケジュールは変更になる	
可能性があります。

※報告集会は zoom 配信も行っています。メルマガで
のご案内もしておりますので、配信をご希望の方は
office@anpoiken.jp までお申込みください。

【東京国賠控訴審 第 3回期日】7月 5日（月）
10:00 裁判所前アピール 
10:30 傍聴券抽選
11:00 開廷 101 号法廷　 
13:30 報告集会 * 参議院議員会館 B107	
15:00 原告集会

 【東京差止め控訴審 第２回期日】9月 10日（金）
14:00 裁判所前アピール 
14:30 傍聴券抽選
15:00 開廷 101 号法廷
17:00 報告集会 * 議員会館を予定しています。	
18:30 原告集会

 【群馬控訴審 第１回期日】7月 20日（火）
15:00 開廷 817 号法廷

【山梨控訴審　第 1回期日】１1月 5日（金）
※詳細未定

〇下記は東京の裁判所で行われますが、期日がまだ未定
です。

【女の会　第 16回期日】

【埼玉控訴審　第 1回期日】

より多くのみなさんに情報を届けるため全国の市民団
体にニュースのサンプルをお届けしています。送って欲
しい団体がありましたら、office@anpoiken.jp までお知
らせください。
運動を拡大するため、郵送等の費用が増大しており
ます。多くの方のご支援をお願いします。年会費一口
3000 円（何口でもかまいません）です。すでに支え
る会の会員の方は、引き続きご支援をお願いします。

安保法制違憲訴訟を支える会
〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台3-2-11

連合会館内 平和フォーラム気付
tel.03-5289-8222　fax.03-5289-8223
E-mail soshou.sasaeru@anpoiken.jp

*メールアドレスが変わりました

地裁 裁判の内容 次回期日

福島（いわき） 国賠 8月 25日 13:30

神奈川（横浜） 差止・国賠 7月 8日 15:00

東京 女の会 国賠 *忌避申立て中

長野 国賠 6月 25日 10:30 判決

愛知（名古屋） 国賠 6月 23日 11:00

京都 国賠 8月 19日 13:10 判決

岡山 国賠 6月 30日 11:00

広島 差止・国賠 7月 21日 13:30

山口 国賠 7月 21日 14:00 判決

高知（差戻し）国賠 8月 19日 13:30 * 第 3回

福岡 国賠 6月 22日 14:00

差止・国賠 6月 9日 13:30 判決

長崎 国賠 7月 5日 10:30 判決

大分 国賠 5月 20日 11:00

鹿児島 国賠 8月 17日 15:00

高裁 裁判の内容 次回期日

東京 東京国賠
　第 2民事部

7月 5日 11:00 * 第 3回

東京差止･国賠
　第 10民事部

9月 10日 15:00 * 第 2回

群馬
　第 4民事部

7月 20日 14:00 * 第 1回

埼玉
　第 19民事部

*第 1回未定

山梨
　第 12民事部

11月 5日 * 第 1回　時間未定

札幌 釧路 *第 1回未定

高松 高知（差戻し） *地裁情報をご覧ください

福岡 宮崎 *第 1回未定

[年会費振込先]

口座名義：安
アンポホウセイイケンソショウヲササエルカイ

保法制違憲訴訟を支える会
【ゆうちょ銀行からのお振込み】

ゆうちょﾀﾞｲﾚｸﾄ：口座記号・番号：00140-514288

ATM：口座記号・番号：001405-514288

窓口：口座記号・番号：00140-5-514288

【その他の金融機関からのお振込み】

 店　　番：〇一九（ゼロイチキュウ）

預金種目：当座　口座番号：0514288

全国の提訴・裁判の状況　（2021 年6月4日現在）


